
1 

 

          令和５年４月３日 

　　　生活指導部/避難訓練担当 

令和５年度 避難訓練実施計画 
１．本年度の方針 

①教員打合せの時間を活用し、見通しと振り返りを大切にした避難訓練の実施。 

②防災頭巾（防災ヘルメット）や担架、刺股等の避難・防災に関わる環境整備の徹底。 

③消防や警察との連携を通して、教職員の防災に対する意識や技術の向上を図る。 

２．取り組みの重点 

①引き渡し訓練、救命救急講習を含めた、年間８回の訓練の実施。 

  教員打合せの時間を活用し、実施前には実施要領を全員で確認し、実施後はグループ討議を行 

って訓練の振り返りをする。 

②備品の数と場所の確認と必要数の確保 

  ・担架 

・トランシーバー増設 

  ・ヘルメットのチェック 専科教室における防災頭巾のチェック 

  ・刺股の管理場所（購入と設置） 

③警察・消防と連携した訓練の実施 

 ・夏期休業中の研修会の実施の検討 

  ・不審者対応訓練の見直し 

  ・自衛組織編成表の記入と各教室の管理責任者の確認 

３．組織および任務 

組 織 任    務 分 担 者 

 

総務 

渉外 

（本部） 

◎全般の指揮統制，訓練計画，各種指令， 

 関係諸機関の応接      

 ○災害状況の報告受理，指示         

  児童人数報告受理，把握，残留児童捜索指示 

  ＊事務措置 

  □全校児童誘導・移動連絡 

校長   

◎副校長  

○主幹 

 

＊事務係長 

□安全担当 

通報 

連絡係 

○避難通報（災害状況，避難場所，方法）    

＊諸指示伝達，対外報告（119，110，大学）   

○ 主幹 

＊事務係長 

 

 

 

防火 

救出係 

 

児童避難後の残留者救出，初期消火       

（担当クラスの児童を人数確認後，安全確保でき
るところまで誘導後，任務に当たる） 

□消火班…消火栓，消火器等による消火活動 

■児童確認班…休み時間の残留児童の捜索・救出 

 

※本部指示のもと，災害状況に応じて協力し合う 

 

 

［消火班］ 

 

 

 

［児童確認班］ 

北１  北２  北３ 

南１  南２  南３ 

外回り 南棟裏 岩石園  

    中庭 ﾊﾞｽｹｺｰﾄ 

給食室 

避難 

指導係 

 

・避難方法の指導，引率 

・児童の掌握・管理 

・他の係への協力              

６  ５  ４ 

３  ２  １ 

Ｙ 

搬出 

警備係 

金庫閉鎖，非常持出品の搬出，搬出物品の保全， 

飛び火・盗難の警戒，防災倉庫の鍵搬出 

  出席簿の搬出，職員出勤簿の搬出 

○主幹 

＊事務員 

（不在の場合は事務係長） 

救護係 救護所の設置，救急薬品資財の整備・保全，応急 

手当て，病院連絡，等 

◎ 養護教諭、乾 

      ◎は各担当のチーフ 

消火班を固定しない 
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４．年間実施計画  

    避 難 訓 練 想定 時間 予告 避難場所 放送 ポイント 予定日 

①地震のみ（火災なし） ７Ａ ２～中休み 有 外回り 有 基本徹底 

②校内火災 

(家庭科室より出火) 
４Ａ 中休み～３ 有 国際中等前 有 

第２場所確認 

初期消火 

③引き渡し訓練 ８Ａ 下校時 有 各教室 有 引き渡し 

④救助法研修会 
水泳

臨海 
放課後 

 
  水難救助  

⑤校内火災 

（理科室より出火） 
３Ｂ 清掃時 無 外回り 有 

生活団清掃時 

初期消火 

⑥地震＋救出 ７Ｂ 中休み～３ 無 国際中等前 有 救出,休み時間 

⑦不審者 11Ｂ ２～中休み 有 教室内 有 教室避難 

⑧総合 X ※未定 無 ※未定 無 総合訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【想定】      ４：家庭科室より出火 ８：警戒宣言発令  12：不審者校内対応② Ａ：授業中 
１：給食室より出火 ５：各教室より出火  ９：地震後火災発生 13：不審者学校外   Ｂ：休み清掃 
２：教務室より出火 ６：隣接火災     10：台風・集中豪雨            Ｃ：全校集会 
３：理科室より出火 ７：直下型地震    11：不審者校内対応① 

体育部主催 



 

 

＜災害発生認知から避難の流れ（火災 ver.）＞ 
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本部長（副校長）から在室職員への状況確認指示 

○情報収集 

・出火場所はどこか 

・延焼や煙の状況はどうか 

・初期消火の可否はどうか 

・放送機器の使用可否はどうか 

消火部隊出動 初期消火 
・授業中…空き教員 

・団、掃除、委員会等…学年で一人 

・休み時間…複数いる人 

放送またはメガホンによる避難指示，全校による避難 

避難場所での人数報告 

・実習生(学年代表)は学年主任に人数を報告 

・担任(児童の人数)，学年主任(児童，実習生の人数)，PTA 担当は本部へ人数報告 

・事務用務給食、ALT、非常勤講師など大人の人数の把握 

災害発生 

避難完了 

〇 × 

煙探知機・熱探知機による警報、人による発見 

児童確認班 
見回りしながら避難 

初期消火実施⇒初期消火不可能 

授業中 

団など 
休み時間 

不明児童の
捜索・救出 

人数３段階チェック 

①廊下 
②校舎脇 
③避難場所 

災害状況の確認と避難本部の決定 

・全校レベルでの避難が必要と判断，避難場所の決定 

避難場所（状況に応じて変更） 
①校庭 
➁国際中等 
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＜災害発生認知から避難の流れ（地震のみ ver.）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部長（副校長）から在室職員への状況確認指示 

○情報収集：状況確認指示 

→倒壊はないか 

→安否等の情報はどうか，余震・災害情報 

→火災はないか 

→放送機器の可否はどうか 

 

・授業中…空き教員 

・団、掃除、委員会等 

…学年で一人 

・休み時間…複数いる人 

放送またはメガホンによる避難指示，全校による避難 

避難場所での人数報告 

・実習生(学年代表)は学年主任に人数を報告 

・担任(児童の人数)，学年主任(児童，実習生の人数)，PTA 担当は本部へ人数報告 

・事務用務給食、ALT、非常勤講師など大人の人数の把握 

災害発生 

避難完了 

〇 × 

児童確認班 
見回りしながら避難 

教育活動の続行は不可能 

授業中 

団など 
休み時間 

不明児童の
捜索・救出 

人数３段階チェック 

①廊下 
②校舎脇 
③避難場所 

災害状況の確認と避難本部の決定 
○判  断 

・全校レベルでの避難が必要と判断，避難場所の決定 

○決  定：避難経路・避難場所・門の解錠 

119番通報の要不要・保健室残留児童の確認 

○伝  達：放送による避難指示（主幹） 

 

避難場所（状況に応じて変更） 
①校庭 
➁国際中等 
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＜不審者侵入時の流れ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜各担当の動き＞ 

 

問題なし 

・ドアを解錠 

・事務室での受付の記入 

・来校者カード着用の確認 

 不審者と判断 
・ドアを解錠しない。 
・「お入りいただけないのでお

帰り下さい。」と告げる。 

・外での授業や活動がある場合

は，直ちに校内に移動させ

る。 

・必要に応じて，警察や学外関

係に連絡する。 

・空き時間の教師が校内を巡回

し，不審者が非常口や窓から

侵入しないように確認。授業

者にも不審者が外にいること

を連絡。 

学校への来校者 
事務職員がインターホンで要件を確認 

児童の状況把握と警察への引き渡し 

・校長または副校長は，児童の状況を確認する。 

 

不審な動きあり 

・ドアを開けずに，空き教員に応援を頼み，話を聞く。 

 

用
件
を
済
ま
す 

  

用件のある来校者と判断 
・ドアを解錠 

・教師が２名以上で付き添

い案内 

 

 

用件を済まさず 

不審な動きあり 
・事務室の１名が教務室に連絡する。 

・教務室の教員は，大声や笛の合図等

で近くの教員に応援を求める。 

・副校長は，現場の状況を確認する。 

・主幹は，副校長の指示で，児童に教

室待機及び緊急放送を行う。 

・教師複数で印刷室に入室を促す。 
・警察や学外関係に連絡する。 

用件を済ます 

 

 

不審者窓等から侵入 

 

 

印刷室隔離失敗 

 

 

印刷室隔離成功 

・落ち着かせる。 

・児童への緊急放送を行う。 

 

〇 × 

逃亡 

 

 

警察による安全確認完了 

・事務係長に報告 

 

不審者を児童から隔離 
・不審者を発見した教員は，大声や笛の合図等で近くの教員

に応援を求める。 

・各教室の教員は，廊下等にいる児童にも声をかけ，児童を

室内に待機させる。教室の扉や窓は閉め，施錠する。 
・校庭にいる児童は，校庭の中央に整列させ，座らせる。 

・体育館にいる児童は，体育館の中央に整列させ，座らせ，

体育館の扉を施錠する。 

・学年副主任は，近くの教員にクラスを預け，現場に急行す

る。 

・用務は「さすまた」を持ち出して現場へ急行する。 

負傷者あり 

・救護，救急車要請 

 


